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研究課題の概要 

本研究は、インドネシアにおける国が決定する貢献(NDC) とネットゼロ目標の達成に向けて、

革新的かつ持続可能なマングローブ管理を「自然に基づく解決策(NbS)」として実現し、インドネ

シアと日本の科学技術協力の深化と、アジア太平洋地域におけるブルーカーボン研究の拠点形成

に寄与することを目的とする。具体的には、(1)マングローブ立地評価、陸海統合型ブルーカーボ

ン動態観測および生物多様性評価を可能とする革新的なマングローブ観測システムを開発する。

また、(2)マングローブ生態系の効率的な回復・保全のための地域戦略を地域住民・企業と共同で

実践的に開発する。さらには、(3)生計調査を含む社会経済的分析に基づき持続可能なコミュニ

ティ形成のための NbS ネットワーク開発を行う。最終的に、(1)～(3)の統合的分析に基づき、(4)

マングローブの保全・再生による温室効果ガス排出削減のための国家戦略に資する提案書を作成

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


